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平
成
１
６
年
度
予
算
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
一
般
会
計
は
２
５
５
億
８
２
２

万
円
で
前
年
度
比
２
．
０
％
の
増
加
に

な
り
ま
す
。
歳
入
で
は
、
市
税
が
過
去

９
年
で
最
低
の
１
０
９
億
７
２
７
５
万

円
で
前
年
度
比
１
．
４
％
の
減
少
に
な

り
、
さ
ら
に
国
の
地
方
交
付
税
改
革
（
三

位
一
体
改
革
）
の
影
響
で
地
方
交
付
税

は
２
８
億
１
０
０
０
万
円
（
前
年
度
比

９
．
４
％
の
減
少
）
に
落
込
む
と
し
て

い
ま
す
。
金
額
に
し
て
２
億
９
０
０
０

万
円
の
減
額
に
な
り
ま
す
。
歳
入
の
不

足
分
を
補
う
た
め
に
、
福
祉
基
金
を
取

り
崩
し
、
市
債
を
３
４
億
４
０
９
０
万

円
（
前
年
度
比
５
３
．
５
％
の
増
加
）

と
大
幅
に
増
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

市
債
の
平
成
１
６
年
度
末
残
高
の
見
込

み
で
は
２
９
４
億
７
７
４
１
万
円
に
な

り
ま
す
。

　
歳
出
で
は
、
生
活
保
護
や
児
童
手
当

な
ど
の
扶
助
費
が
４
９
億
９
３
８
万
円

（
前
年
度
比
１
１
．
３
％
の
増
加
）
、
さ

ら
に
公
債
費
が
４
１
億
１
８
２
８
万
円

（
前
年
度
比
４
５
．
９
％
の
増
加
）
に

な
っ
て
い
ま
す
。

公
債
費
の
一
般
財
源
の
歳
入
一
般
財
源

で
の
割
合
は
、
１
４
．
３
％
（
前
年
度

比
１
．
０
％
の
増
加
）
と
な
り
財
政
が

硬
直
度
を
増
し
財
政
力
の
柔
軟
性
が
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。

条
南
小
の
給
食
調
理
の
民
間
委
託
、
小

学
校
の
教
室
増
設
の
た
め
の
予
算
を
含

め
教
育
費
は
２
１
億
７
１
８
０
万
円

（
前
年
度
比
２
．
３
％
の
増
加
）
に
な

っ
て
い
ま
す
。

市
の
新
た
な
再
建
項
目

　
今
後
、
市
が
新
た
に
財
政
再
建
計
画

に
組
み
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
項
目
は

以
下
の
よ
う
な
内
容
で
す
。

l

職
員
数
の
削
減
計
画
（
５
０
０
名
）

の
前
倒
し

l

寄
贈
用
地
の
処
分
と
基
金
化

l
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
ベ
ル
セ
ン
タ
ー
の

清
掃
委
託
の
見
直
し

l

休
日
急
病
診
療
所
運
営
事
業
の
見

直
し

l

訪
問
介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業

主
体
の
見
直
し

l

福
祉
減
免
・
補
助
金
の
あ
り
方
と
見

直
し

l

市
内
一
円
道
路
改
良
事
業
の
見
直

し

l

上
下
水
道
の
減
免
制
度
の
あ
り
方

と
見
直
し

l

消
防
防
災
体
制
と
職
員
体
制
の
あ

り
方
と
見
直
し

l

図
書
館
・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
あ

り
方
の
検
討

l

織
編
館
の
あ
り
方
の
検
討

l

特
殊
建
築
物
定
期
調
査
報
告
業
務

の
直
営
化

市
民
参
加
で
再
建
計
画
を

　
私
た
ち
「
市
民
の
会
」
で
は
、
平
成

１
４
年
度
か
ら
の
大
阪
府
の
財
政
支
援

を
無
条
件
に
受
け
入
れ
る
こ
と
に
反
対

し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
平
成
１
９

年
度
ま
で
の
限
定
的
な
支
援
で
あ
り
、

短
期
間
で
の
財
政
再
建
は
無
理
が
あ
る

と
の
理
由
か
ら
で
す
。

今
、
国
の
地
方
交
付
税
改
革
（
三
位

一
体
改
革
）
の
影
響
や
長
引
く
不
況
な

ど
で
平
成
１
９
年
度
ま
で
に
赤
字
を
解

消
さ
せ
る
こ
と
は
更
な
る
市
民
へ
の
負

担
や
職
員
へ
の
負
担
を
強
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
市
は
、
ま
ず
大
阪
府
に
対

し
、
財
政
支
援
に
対
し
て
平
成
１
９
年

度
で
の
赤
字
解
消
を
撤
回
し
、
長
期
的

な
財
政
支
援
を
行
う
よ
う
に
要
望
す
べ

き
で
す
。
そ
し
て
、
市
民
や
職
員
に
負

担
を
強
い
る
財
政
再
建
を
や
め
、
長
期

的
な
視
野
を
も
っ
て
財
政
赤
字
を
解
消

し
財
政
運
営
を
健
全
化
さ
せ
る
よ
う
な

再
建
計
画
を
市
民
と
と
も
に
取
り
組
む

べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

泉
大
津
市
の
赤
字
と
借
金
は
！

　
平
成
１
５
年
度
末
で
の
泉
大
津
市
の

赤
字
（
不
足
額
）
は
８
億
円
と
一
般
会

計
で
は
赤
字
解
消
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
特
別
会
計
で
は
赤
字
額
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
企
業
債
の
平
成
１
６
年
度
末

残
高
予
測
も
４
３
２
億
７
４
７
０
万
円

と
大
き
な
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
赤
字
を
合

計
す
る
と
平
成
１
６
年
末
に
は
で
３
２

億
３
１
０
０
万
円
、
市
債
、
企
業
債
を

合
計
す
る
と
８
２
５
億
２
９
３
万
円
と

な
り
、
市
民
一
人
当
た
り
の
赤
字
は
約

４
万
円
、
借
金
は
約
１
０
５
万
円
に
な

り
ま
す
。
（
平
成
１
６
年
度
の
泉
大
津

市
の
人
口
は
７
７
、
９
１
５
人
と
予
測
）

（
裏
面
の
表
を
参
考
に
し
て
下
さ
い
）

【
用
語
説
明
】

「
公
債
費
」
と
は
、
借
金
返
済
に
充
て

る
費
用
の
こ
と
で
す
。

　
「
市
債
」
と
は
、
市
の
借
金
の
こ
と

で
す
。

予
算
書
に
お
け
る
公
債
費
の
一
般
財
源

の
歳
入
一
般
財
源
で
の
割
合
と
決
算
報

告
で
の
公
債
費
比
率
と
は
正
確
に
は
違

い
ま
す
が
、
一
般
的
に
１
５
％
を
超
え

る
と
黄
色
信
号
と
な
り
、
２
０
％
を
超

え
る
と
赤
信
号
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
１
３
年
の
財
政
危
機
で
緊
急
再

建
を
実
施
し
た
際
の
決
算
時
の
公
債
費

比
率
は
１
５
．
１
％
で
し
た
。

◆

訂
正
と
お
詫
び
　
◆

前
回
、
配
布
し
ま
し
た
『
市
民
新
聞
第
５
号
』

に
間
違
っ
た
記
載
が
あ
り
、
市
民
の
み
な
さ

ん
及
び
、
関
係
各
位
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

ま
し
た
事
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
訂
正
を
、
行
い
ま
す
。

　
　
訂
正
箇
所

表
面
１
段
目
の
２
行
目
【
今
年
の
】
を
【15

年
度
の
】
に
裏
面
３
段
目
の

18

行
目
【
来
年
】

を
【16

年
】
に
裏
面
４
段
目
の
８
行
目

【
年

来
】
を
【16

年
】
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
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一
般
・
特
別
会
計
の
赤
字
と
借
金

※

赤
字
（
不
足
額
）
に
つ
い
て

　
平
成
１
５
年
度
に
つ
い
て
は
前
年
度
繰
上

充
用
金
、
平
成
１
６
年
度
に
つ
い
て
は
歳
入
の

雑
入
の
金
額
と
し
て
記
載
し
ま
し
た
。
（
泉
大

津
市
で
は
歳
入
の
不
足
額
を
雑
入
と
し
て
扱

う
た
め
）

※
　
企
業
債
（
病
院
、
水
道
）
に
つ
い
て
は
平

成
１
５
年
度
末
残
高
に
な
り
ま
す
。

※
　
水
道
、
市
民
病
院
に
関
し
て
は
決
算
報
告

が
発
表
さ
れ
る
ま
で
は
解
か
ら
な
い
た
め
除

き
ま
し
た
。

生
徒
・
児
童
急
増
対
策
を
急
げ

　
小
学
校
、
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
急

増
対
策
が
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
中
学
校
の
生
徒
数
は
平
成
１
５
年
度

の
約
２
千
人
が
、
平
成
２
６
年
度
に
は

約
３
、
０
８
０
人
と
１
．
５
倍
に
急
増

し
ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
東
陽
中

学
校
と
誠
風
中
学
校
に
集
中
し
て
い
ま

す
。
泉
大
津
市
教
育
委
員
会
の
平
成
１

４
年
５
月
の
資
料
で
は
、
東
陽
中
学
校

は
、
生
徒
数
が
平
成
１
９
年
度
に
は
千

人
を
越
え
る
マ
ン
モ
ス
校
に
な
り
、
平

成
２
６
年
度
に
は
千
三
百
人
を
越
え
る

超
マ
ン
モ
ス
校
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。

泉
大
津
市
教
育
委
員
会
は
、
生
徒
の

急
増
は
一
時
的
な
も
の
と
し
、
運
動
場

に
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
を
建
て
て
急
場
を
し

の
ご
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
運
動
場
の

広
さ
は
、
平
成
１
４
年
度
の
生
徒
一
人

当
り
７
．
７
１
㎡
、
平
成
２
６
年
度
で

は
４
．
４
４
㎡
（
文
部
省
基
準
は
生
徒

一
人
当
た
り
１
０
㎡
）
と
、
も
と
も
と

狭
い
運
動
場
に
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
を
建
て

る
よ
う
な
対
策
で
は
、
狭
い
運
動
場
が

一
層
狭
く
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
授
業

環
境
や
生
徒
の
学
校
生
活
環
境
に
長
期

に
わ
た
り
重
大
な
支
障
が
予
想
さ
れ
ま

す
。ま

た
、
誠
風
中
学
校
で
も
平
成
２
１

年
度
に
９
０
０
人
、
平
成
２
３
年
度
に

は
千
人
を
越
え
る
マ
ン
モ
ス
校
と
な
り
、

生
徒
の
８
割
が
東
陽
、
誠
風
中
学
校
に

集
中
し
ま
す
。

小
津
中
学
校
と
東
陽
、
誠
風
中
学
校

の
教
育
環
境
の
格
差
も
拡
大
し
ま
す
。

ま
た
、
東
陽
、
誠
風
中
学
校
が
隣
接
す

る
な
ど
全
国
で
も
類
を
見
な
い
中
学
校

配
置
の
矛
盾
が
校
区
の
調
整
を
難
し
く

す
る
な
ど
事
態
を
一
層
深
刻
に
し
て
い

ま
す
。

生
徒
の
急
増
問
題
は
決
し
て
一
時
的

な
も
の
で
は
な
く
、
１
０
年
を
越
え
る

長
期
的
な
も
の
で
あ
り
、
工
場
跡
地
の

住
宅
化
が
今
後
も
続
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
中
、
一
刻
も
放
置
で
き
な
い
最
優

先
課
題
で
す
。
中
学
校
の
新
設
・
校
区

再
編
も
視
野
に
入
れ
た
抜
本
的
な
対
策

が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

小
学
校
の
児
童
急
増
も
大
問
題

東
陽
、
誠
風
中
学
校
区
内
の
小
学
校

の
児
童
急
増
が
特
に
顕
著
で
す
。
運
動

場
の
狭
い
旭
、
浜
、
条
南
小
学
校
の
児

童
急
増
は
、
遊
戯
の
制
限
や
運
動
会
も

ま
と
も
に
で
き
な
く
な
る
な
ど
事
態
を

一
層
深
刻
に
し
て
い
ま
す
。

泉
大
津
市
と
泉
大
津
市
教
育
委
員
会

の
す
す
め
る
宇
多
小
学
校
の
建
替
え
や

戎
小
学
校
の
廃
校
・
跡
地
売
却
の
計
画

は
、
市
の
財
政
状
況
が
一
層
深
刻
に
な

る
も
と
で
、
児
童
・
生
徒
急
増
の
対
策

に
は
な
ら
ず
、
事
態
の
解
決
を
よ
り
困

難
に
す
る
だ
け
で
す
。

新
中
学
校
な
ど
快
適
な
学
校
生
活
を
要

望
し
ま
す

　
私
た
ち
は
、
児
童
・
生
徒
の
急
増
対

策
と
し
て
子
ど
も
た
ち
に
快
適
な
学
校

生
活
を
保
障
す
る
た
め
に
、
泉
大
津
市

と
教
育
委
員
会
が
全
市
的
な
視
野
に
立

ち
市
民
の
参
加
で
長
期
的
計
画
を
も
ち
、

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
通
学
で
き
る

対
策
を
進
め
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

l

中
学
校
を
一
校
新
設
す
る
こ
と
。

l

現
・
戎
小
学
校
を
廃
校
し
、
用
地
を

売
却
す
る
こ
と
は
急
増
問
題
の
解

決
を
よ
り
困
難
に
す
る
の
で
中
止

す
る
こ
と
。

l

当
面
す
る
小
学
校
１
・
２
年
生
の
３

５
人
学
級
か
ら
全
国
で
進
ん
で
い

る
３
０
人
学
級
を
視
野
に
入
れ
た

学
校
整
備
を
進
め
る
こ
と
。

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い

（平成１６年度予算書より）
区分 地方債・企業債残高

１５年度 １６年度 １６年度末予測

国民健康保健事業特別会計 ９億６０００万円 ９億６０００万円
下水道事業特別会計 ７億９０００万円 ８億１４００万円 ２８３億８８３４万円
駐車場事業特別会計 ５億６０００万円 ６億９８００万円 １３億７８８４万円
市街地再開発事業特別会計 １０億２７７２万円
土地取得事業特別会計 １６億０９５６万円
市民病院事業会計 ８９億６８３１万円
水道事業会計 １９億０１９３万円
合計 ２３億１０００万円 ２４億７２００万円 ４３２億７４７０万円

市債残高
一般会計 ８億００００万円 ７億５９００万円 ２９４億７７４１万円
債務負担行為額 ９７億５０８２万円
合計 ３１億１００万円 ３２億３１００万円 ８２５億０２９３万円

赤字（不足額）

東陽中 誠風中 小津中 全体

平成１４年
（2003年）

779
(21)

628
(17)

569
(15)

1976
(53)

平成１９年
（2008年）

1004
(26)

799
(21)

643
(18)

2446
(65)

平成２６年
（2015年）

1362
(36)

1105
(30)

613
(17)

3080
(83)

上段は生徒数、下段の（）書きは普通教室数

中学校生徒数及び教室予測

泉大津市教育委員会平成１４年５月資料


